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L広場
も
モ
、

神
楽
と
は
、
神
様
に
奉
納
す
る

音
楽
と
舞
を
い
い
ま
す
叩
二
荒
山

神
社
で
は
、
毎
年
、
1
・
5
・
9

月
の
2
8
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
楽
に
は
、
十
三
種
の
舞

が
あ
り
、
一
通
り
覚
え
て
人
に
見

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

十
年
は
か
か
り
ま
す
。
中
で
も
、

道
化
の
舞
は
型
が
決
ま
っ
て
な
い

の
で
一
番
難
し
い
で
す
ね
。

親
が
や
っ
て
い
た
の
で
、
自
然

と
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
神
楽
。

し
か
し
、
神
楽
保
存
会
の
会
員
は

十
二
人
し
か
お
ら
ず
最
年
長
は
八

十
歳
。
後
継
者
不
足
が
悩
み
で
す
。

1
月
2
8
日
は
日
曜
日
な
の
で
、
若

い
人
に
、
ぜ
ひ
、
見
て
も
ら
い
、

こ
の
神
楽
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。
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かぐら二荒山神社の神楽
昭和44年2月13日、市指定文化財。
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